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士，桜井義郎（1967）イネ品種のいもち病抵抗性に関す(2)：78．

いもち病菌菌型の分布ならびに発生に影響を及ぼす要因について

下山守人＊・遠藤忠光＊・近藤租＊・島田尚光*・望月正巳*＊・沢崎彬*＊

（*長野県農業試験場＊*富山県農業試験場）

筆者らのうち下山・遠藤は1959年から農林省病害虫発

生予察事業特殊調査として，関東東山および北陸地域に

おけるいもち病菌菌型の分布調査を行なってきたが，こ

の間，1963～64年に栃木，茨城，新潟，富山などの各県

において，クサプエ，初祝もちおよび千秋楽など中国稲

系品種のいもち病激発現象が認められてきた。このこと

に関しては，とくに北陸地域を対象として菌型の分類と

分布を調べて，その結果はすでに報告（下山ら，北陸病

虫研会報,No,15,1967)したが，つぎの段階として

は，このような菌型の発生分布が何に起因するか，を明
らかにすることが重要な課題のように考えられたので，

1964年から中国稲系品種のクサプエが激発した富山県に

おいて，1966年に全県的な菌型の分布調査を行ない，こ
れと各菰要因との関係を検討した。

なお本成紙は病害虫発生予察事業特殊調査の一部であ

り，調査に当っては標本採集の面で富山県病害虫防除員

各位から格別の協力をいただいた。記して深甚の謝意を
表する。

分布菌型の地域別比較富山県を稲作上の区分から

東北部，中央部，西北部，西南部の4地域に区分して分

布状況をとりまとめると第1表および第1図のとおりで

ある。

第1表地域別菌型の分布状況
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I調査方法

標本の採集は県下の全水田を対象として524地点を系

統抽出し，それぞれの地点内で無作為に調査圃場を選ん

だ。採集時期は葉いもちを対象として7月下旬から8月

上旬までとし，採集品種は任意とした。菌の分離培養，

接諏など菌型検定の実験方法はすべて後藤ら（稲熱病菌

の菌型に関する共同研究第1集，1961）の方法にしたが

った。．

Ⅱ結果と考察

いもち病の発生が少なかったり，採集標本からの菌の

分離が困難なものがあり，実際調査に供した点数は合計

235点（菌株）であった。これを検定した結果,C,(15

菌株),C8(28),CB(43),C9(8),N1(6),N2

(132),N6(2),N5(1)の8菌型が露められた。

1菌型の地理的分布

第1図地域別の分布菌型比較

東北部ではN群菌型が優勢で，採集菌株の約80％を占

め，中でもN2が圧倒的に多く認められた。中央部では

C群菌型が比較的多く，約半数を占めてN群菌型とほぼ
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象を示唆するものであるかどうか，今後の検討にまちた

い｡

分布菌型の地形別比較富山県は山間，山麓,平野，

沿岸と地形はかなり複雑である｡､これを細分して分布菌

型を比較するには調査点数が少ないので，ここでは山間

山麓部と平野沿岸部とに分けて比較した。結果は第2表

に示したとおりで,C群菌型の分布が平野部42%,山間

部で36％と平野部にやや多いようにみられたが，特に顕

著な差は認められなかった。したがって地形は菌型分布

に大きな影響を与えないもののように考えられる。

分布菌型の乾湿田別比較水田土壌の乾湿田別に分

布菌型を比較した結果は第3表および第3図のとおりで

ある。

同数認められた。またC群中主たる菌型はC,,C8,CB

であった。つぎに西北部および西南部では同様にC群菌

型とN群菌型がほぼ同じ割合で採集されたが，ここでは

C,は少なく,C8およびC8の多い傾向がみられた。

つぎに菌型別の発生分布をみると第2図のとおりで，
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第3表土壌の乾湿田と分布菌型との関係

≧､ご’c,,=,""|ポ編”|倉”
"。'‘;|‘;|罰‘:|割‘網割|割”N

鐸辱 1‘到割‘墓|鯉:|鼠星||･掴．
102

7．616．．’湿

鱸‘:.割‘:|劉割｡il""
15

合叶
6．411

＊下段数字は％を示す

C3･'N5第2図主要菌型の分布地域比較

最も多いN2は全県の稲作地帯にわたってほぼ平均に分

布しており,C8とC8も同様の傾向で，これらの菌型

については，特定の菌型が特定の地域に偏在して分布す

る現象はみられなかった。なおN1とC9については採

集数が少ないので地域と分布の関係は明らかでない。し

かしC1については中央部（立山町周辺）にやや集中し

て分布する傾向が認められたが，この理由については不

明であり，特定要因に関連して生ずるこの菌型特有の現

職第2表地形と分布菌型との関係
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第3図土壌型別の分布菌型比較

乾田は平野から山麓部にかけて，湿田は一部平野から

主として沿岸部にわたって分布している。そこでc群菌

型は乾田で35％,湿田で43％認められ,湿田にやや多い傾

向がみられたが，大差はない。したがって土壌の乾湿は

菌型分布にあまり影縛を与えないもののように考えられ

る。
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分布菌型の水系別比較発生した菌型の伝搬または

分散には種々の経路と複雑な要因の関与が考えられる

が，ここでは菌型伝搬に及ぼす潅滅用水の影鞠を知るた

め水系別に検討した。結果は第4表のとおりである。

第5表寄主品種と分離菌型との関係

藏曼’c鯛芸,赤,擶曼,。|”
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第4表水系と分布菌型との関係
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主要7水系のうち，黒部，片貝，早月川の3水系はN

群菌型が80％以上で,C群菌型は比較的少なかった。こ

れと対照的に常願寺，田IIおよび小矢部川の水系ではc

群菌型が過半数を占めてN群菌型よりも多い傾向がみら

れた。しかしこれは距離的にかなり離れた水系間の差で

あり，また地域分布の結果と全く一致するので，これを

以て直ちに水系差とみるのは疑問である。ただここで比

較的接近している常願寺川と神通llの両水糸を比較して

みると，前者ではN群菌型よりもC群菌型特にC1が多

かったのに対し，後者ではc群菌型が比較的少なく，ま

た,C1は全く認められていないことについては興味深

いものがある。

2菌型の発生要因の解析

分離菌型と寄主品種との関係本調査のため採集し

た品種は27品種であるが，これを中国稲と日本稲とに分

け，このうち分離点数の多い主な品菰について分離菌型

との関係を整理すれび第5表および第4図のとおりであ

る。

品種名の明らかな標本は230点で，このうち中国稲系

は61点，日本稲系は169点であった。中国稲系品種はク

サプエと千秋楽がほとんど全部で，千秋楽は1点だけに

すぎなかった。そこで中国稲系を一括して分離菌型をみ

ると,C群の4菌型とN2が得られたが,C群菌型が約

90％を占めて圧倒的に多かった。これは菌型の寄生性の

面から当然と考えられるが，ここで中国稲系品諏（クサ

プエ）からN群菌型が約10％分離されたことは，かなり
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第4図寄主品種と分離菌型との関係

特異な現象と考えられる。つぎに日本稲系ではその約80

％がN群菌型で,C群菌型は約20%にすぎなかった｡分離

に供された日本稲の主な品種はホウネンワセ，コガネモ

チ，ヨモマサリ，荒木2号，越路早生，黒部1号，マン

リョウなどであるが，ここでコガネモチ（旭系品種）が

CBおよびC9に抵抗性のほか，日本稲系品種はいづれ

のC群菌型にも罹病性の関係にあるにもかかわらず,C

群菌型の分離される率が極めて低かったことは，圃場の

日本稲上でc群菌型が比較的蔓延し難いためではなかろ

うか。なお日本稲の各品種間では分離菌型に差は認めら

れなかった。

地域別の採集品種と分離菌型との関係地域別に採

築品種と分離菌型との関係を整理して示せび第6表のと

おりである。
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第6表地域別の採集品種 が認められる。すなわち中国稲系品種の多く採集された

中央部，西北部および西南部ではc群菌型の分離率が高

く，逆に少ない東北部ではN群菌型の占める割合が高

い。なお西南部では中国稲系品種の撮集割合をかなり上

廻ってc群菌型が採集されたが，これは日本稲上でもこ

の菌型が多く蔓延したためであろう。

品種の作付面識と分布菌型との関係品種と分離菌

型との関係から，品種の作付面秋が菌型の分布に及ぼす

影轡はかなり大きいもののように考えられたので，地域

別に菌型分布との関係を検討した。結果は第7～8表お

よび第6図のとおりである。
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各地域の採集品種を比較すると，東北部で中国稲系品

種の占める割合はわずか5.6％で，日本稲系品種が圧倒

的に多かった。これに対して中央部32.8％，西北部38.5

％，西南部34.0％となり，いづれも東北部に比較して中

国稲系品種の採集率が高かった。

このような採集品種の地域的な偏在と第1表の地域別

菌型の分布とを照らし合わせてみると第5図のとおり

で，地域別の採集品種と分離菌型との間には密接な関係
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第5図地域別採集品租と分離菌型との関係
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第6図地域別品菰の作付状況と採集菌型との関係

は少なかった。また年次別には1964～65年に多かった

が，罹病化現象が急速に現われるに及んで66年の作付は

急激に減少した。したがってこの調査を行った66年の作

付状況は地域別に大差はないようであったが，東北部と

西北部では2.2～3.7％となってやや少なく，西南部では

4.3％，中央部では5.9％でやや多い傾向がみられた。こ

のように各地域とも中国稲系品種の作付が5％内外であ

ったにもかかわらず,C群菌型の採集割合はこれをはる

かに上廻り，とくに中央部，西北部および西南部では採

集数の約半数がc群菌型に該当した。しかしこれは標本

の採集が無作為であったとはいえ，実際には罹病化で問

題になっているクサプエを多く採集したという影響があ

ったためと考えられる。

前年作付品種と発生菌型との関係前年作付した品

種の本年の発生菌型に及ぼす影響を知るために検討を行

なった。結果は第9表，第7図のとおりである。

注）富山食紐餌在事務所岡ぺ

第8表地域別菌型の分布状況
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第7図前年の作付品種と発生菌型との関係
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採集品種が一定でなく，また寄主（採集）品種と分離

菌型の間には密接な関係があるため，ここでは採集品種

を中国稲と日本稲に分け，それぞれの品種上で得られた

菌型と前年の作付品種との関係を検討した。まず中国稲

系品種上でみると，前年日本稲が栽培された場合のC群

菌型の発生率は87.5％であったが，中国稲が栽培された

場合には95.8％とやや高い傾向がみられた。しかしその

差は僅少であり，またN群菌型が中国稲系品種から得ら

れるなど，これを以て前年の作付品種の影響とは見倣し

難いように考えられる。さらにまた日本稲系品種上で

は，前年作付された品種が中国稲か日本稲かにかかわら

ずN群菌型が圧倒的に多く分離され,その間にほとんど

差は認められなかった。したがって圃場に発生する菌型

は，当該年に栽培された品種に支配されるようで，前年

作付した品種の影響は極めて少ないものと考えられる。

薬剤散布と発生菌型との関係薬剤散布の発生菌型

に及ぼす影響を知るため，標本採集時にその圃場におけ

る薬剤散布の有無ならびに使用薬剤の種類を調べて，こ

れと分離菌型との関係を検討した。結果は第10～11表お

よび第8図のとおりである。

まず薬剤散布の有無別に分離菌型を比較すると，無散

布圃場でC群菌型の分離率が38.5％，散布圃場で40.0％
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散布無散布水銀非水銀

薬剤散布の有無薬剤の種類

第8図薬剤散布の有無ならびに薬剤の

種類と発生菌型との関係

と，ほとんどその差は認められなかった。したがって薬

剤散布は発生菌型に大きな影響を与えないもののように

考えられる。しかしここでは標本の採集が葉いもち対象

であったため，薬剤散布の実紬はほとんど1回にすぎな

かったので，連続的な散布の影響について今後検討する

必要があろう。つぎに使用された薬剤について，水銀剤

と非水銀剤とに分けて分離菌型との関係をみると，水銀

剤散布ではC群菌型が32.8％でN群菌型より少なかった

が，非水銀剤散布ではC群菌型が58.8％でN群菌型より

も多かった。しかしこれは第11表に示した薬剤の地域別

使用状況とすでに述べた菌型分布の地域性を考え合わせ

ると，上記の結果は一概に散布薬剤の影響とは見倣し難

い。

発病程度と発生菌型との関係標本採集時に圃場の

発病程度を5段階に分けて調査し，これと得られた菌型

との関係を検討した。結果は第12表および第9図のとお

りである。

調査点数の関係から発病程度別にC群菌型とN群菌型

の割合を比較すると，発病が多いほどc群菌型の占める

割合が高く，逆に少ないほどN群菌型が多く得られる傾

向がみられた。このことは発生菌型と発病程度との関連

性，とくにc群菌型の蔓延激発を示唆するものと考えら

れるが，この結果は肥培管理や採集品種を統一してぃな

第10表薬剤散布と発生菌型との関係

liII1
水銀

カスミソ

プヲェス

キタジソ

プラスチソ

叶

６
４

３
１
１
１

卯
加
６
４
１
６１１

剖
釦
加
加
１
蝿

１
１

散布

11 7

繍鮫布’41471Ⅱ''41鋤｜｜叫釣
不明|'|'|21'ls 61'1
合叶|'612814sl8194161'3214'1'4'|235



輔
哨
叶
肺
岬
噛
〃
ｈ
７
町
齢
瀧
ｒ
ｒ
Ｉ
ｒ
咄
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ

－ 3 0 －北陸病害虫研究会報

第12表採集圃場の発病程度と発生菌型との関係いので，

:究会報第16号

いので，必ずしも妥当なものとは考えられず，今後条件

を規制して検討する必要があろう。

壼孟割 |醤､
C群菌型 N群菌型

cxlc｡|c.lc｡lw･ N,INgIN.IN･|計
Ⅲ要約

いもち病菌菌型の発生分布に影響を及ぼす要因を明ら

かにするため，1964年以降中国稲系品種のクサプエにい

もち病が激発した富山県において，1966年に県下全水田

の葉いもちから235菌株を採集し，菌型を検定した。そ

の結果CI(6.4%),C8(11.9%),Co(18.3%),Co

（3.4%),N{(2.6%),N2(56.2%),N4(0.9%)お

よびN5(0.4%)の8菌型が認められた。またこの菌型

の発生分布を左右する決定的要因は寄主(分離)品種で，

前年の作付品種，薬剤散布の影響等は極めて少ないよう

であった。また地形，土壊条件，潅祇水系および発病程

度との間にも密接な関係は見出されなかった。

なお幼苗検定における菌型反応からみて，中国稲系品

種からN2が11.5%分離されたことは特異な現象であ

る。また日本稲系品種からc群菌型が少数しか分離され

なかったことも興味深い現象で，このことは圃場におけ

るイネ品種と菌型との間にかなり選択的傾向があるよう

に考えられる。
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図発病程度と発生菌型との関係第9

積雪前後のツマグロヨコパイの食餌環境と死亡との関係

織田真吾

（北陸農業試験場）

2）

ツマグロヨコパイの越冬について，大分農試（'36)，
1） I試験方法

江崎・橘本（'37)は，休閑田，スズメノテッポウとレン

ゲの混在地で，幼虫態で行なうとしている。しかし，尾 試験時期を祇雪前および融雪後の2時期とし，次の方
8〕

崎('36）は，レンゲだけでは生育しないことを示唆し， 法によった。
の

上田ら（'57）によると，越冬できないとされている。そ 積雪前供試虫は，同一の親群から得た4，5令幼

こで，北陸地方のような穣雪地椎において，較雪前およ虫で，野外網権中で，頭初はイネ，後にスズメノテッポ
び融雪後の低温時期に，本種の幼虫が，本来の寄主植物ウを食餌として飼育した。試験の処理は第1表のとうり
であるイネ科以外の植物にしかつき得なかった場合，まである。

たは，全く寄主植物が得られなかった場合に，本虫の生
第1表処理区の櫛成

存期間や生存率がどのように変動するかを知ろうとして
試験を行なったところ，2，3の知見を得たので，ここ

に公表したい。

本穂を草するにあたり，日頃から御教導をいただいて

いるｵ鰹農賦環境部長田村市太郎博士，虫害研究室長鈴

木忠夫技官ならびに同室の諸兄に深謝の意を捧げる。特

に，脇鳴常子蛾からは,調査について格別の御助力をぃ

賦映時期｜受

｜スヌ賢田前
212～1－麹

垂｜便用虫令l峡賦馴
力’4全’Ⅷ

’
411013融國後

4．10～5.17

（'師）
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ただいた。この機に記して厚く御礼申し上げる。これら植物のうち，スズメノテッポウは’3株（茎数
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